
 

 

か
ら
、「
震
度
６
弱
」
に
修
正
さ
れ
ま

し
た
。
最
大
級
の
地
震
に
対
応
し
た

防
災
計
画
へ
の
見
直
し
が
必
要
で

す
。 

 

交
野
で
は
、
特
に
建
物
の
倒
壊
に

 

生
活
保
護
利
用
は
、
年
金
が
乏
し

い
高
齢
世
帯
に
加
え
、
低
賃
金
・
不

安
定
雇
用
の
拡
大
で
稼
働
年
齢
層
に

お
い
て
も
増
加
し
て
い
ま
す
。 

 

貧
困
化
が
す
す
む
中
で
、
生
活
保

護
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
で
す
。 

し
か
し
国
は
、
最
後
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
る
生
活
保
護
の
改

悪
を
す
す
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

【
質
問
】
国
は
、
親
族
に
扶
養
義
務

を
果
た
さ
せ
る
た
め
の
制
度
見
直
し

を
検
討
す
る
と
し
て
い
る
。 

内
容
は
、
生
活
保
護
申
請
者
の
親

族
が
「
扶
養
は
困
難
」
と
し
た
場
合
、

扶
養
で
き
な
い
理
由
と
証
明
を
親
族

に
義
務
付
け
る
も
の
で
あ
る
。 

ま
た
北
九
州
市
で
、
親
族
へ
の
扶

養
照
会
（
で
き
る
で
き
な
い
）
は
親

族
に
迷
惑
が
か
か
る
と
拒
否
し
た
た

め
、
申
請
を
受
け
つ
け
て
も
ら
え
ず

餓
死
す
る
事
件
が
起
き
て
い
る
。 

東
南
海
・
南
海
地
震
や
生
駒
断
層

帯
地
震
が
発
生
す
れ
ば
、
交
野
市
で

も
大
き
な
被
害
が
想
定
さ
れ
ま
す
。 

中
央
防
災
会
議
の
最
新
の
想
定
で

は
、
東
南
海
・
南
海
地
震
で
の
交
野

市
の
震
度
は
、
従
来
の
「
震
度
５
強
」

●住宅の耐震化への補助制度（北河内 7市） 
※いずれも補助限度額 

 耐震診断 耐震設計 
耐震改修 

（ ）は低所得者 

交野市 4.5 万円 ― 40 万円（60 万円） 

枚方市 4.5 万円 10 万円 40 万円（60 万円） 

寝屋川市 4.5 万円 10 万円 60 万円 

大東市 4.5 万円 ― 60 万円 

門真市 4.5 万円 10 万円 50 万円（60 万円） 

四条畷市 4.5 万円 10 万円 40 万円（60 万円） 

守口市 4.5 万円 10 万円 50 万円（60 万円） 

※交野市、大東市の耐震設計は、耐震改修に含む。 
※対象は、昭和 56年以前に建築した木造住宅。 
その他条件がありますので､お問い合わせください。 

 

大
地
震
の
際
に
は
、
家
具
の
転
倒

や
落
下
物
に
よ
る
負
傷
者
が
多
く
予

測
さ
れ
ま
す
。 

 

家
具
の
転
倒
被
害
を
防
ぐ
た
め
、

吹
田
市
や
河
南
町
で
は
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
な
ど
の
世
帯
を
対
象
に
、

転
倒
防
止
器
具
の
取
り
付
け
に
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
は
、
交
野
市
で
も
、

高
齢
者
・
障
が
い
者
な
ど
の
世
帯
に

助
成
を
行
い
、
地
震
に
よ
る
負
傷
者

を
減
ら
す
予
防
策
を
強
め
る
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。 

よ
る
死
者
・
負
傷
者
が
多
く
予
想
さ

れ
ま
す
。
公
共
施
設
・
住
宅
の
耐
震

化
が
急
が
れ
ま
す
。 

 

市
民
が
住
宅
の
耐
震
改
修
を
行
う

際
、
市
が
費
用
を
一
部
補
助
し
て
い

ま
す
。
現
在
は
、
昭
和
56
年
以
前
に

建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
建
物
全
体

を
耐
震
化
す
る
場
合
の
み
対

象
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

建
物
全
体
の
改
修
は
費
用
が

多
額
に
な
る
た
め
、
年
間
５

件
程
度
し
か
利
用
が
あ
り
ま

せ
ん
。
高
槻
市
・
八
尾
市
な

ど
で
は
、
部
分
的
な
耐
震
改

修
（
一
部
屋
だ
け
の
耐
震
化
、

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
な

ど
）
に
も
補
助
し
て
い
ま
す
。 

日
本
共
産
党
は
、
部
分
的

な
耐
震
改
修
に
も
補
助
を
行

う
こ
と
、
ま
た
耐
震
設
計
・

改
修
へ
の
補
助
を
増
額
し

て
、
耐
震
化
を
促
進
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。 

●平成 23年度の交野市生活保護開始数は 97世帯 
上位内訳 

1位 44世帯 45.4％ 預金等の減少･喪失 

2位 16世帯 16.5％ 他市より移管、転入 

3位 14世帯 14.4％ 傷病 

※1 位の世帯で考えられるのは､もともと生活保
護以下の収入で生活保護予備軍である。 

●交野市の被害想定（平成 18 年度試算） 

※朝 5時に発生した場合 

 
生駒断層 
帯地震 

東南海・ 
南海地震 

震度 6弱～6強 4～5強 
死者 43人 0人 
負傷者 1,253人 43人 
建物全壊 3,133棟 50棟 
建物半壊 3,792棟 131棟 
水道断水 40,000人 3,000人 

東南海・南海地震は今後｢震度 6弱｣程度の想定
に見直し予定 

【
質
問
】
さ
ら
に
国
は
、
生
活
保
護

水
準
を
１０
％
引
き
下
げ
る
改
悪
も

検
討
中
で
あ
る
。
引
き
下
げ
は
、
生

活
保
護
利
用
者
だ
け
で
な
く
、
国
民

全
体
の
く
ら
し
・
雇
用
に
連
動
す
る

も
の
で
あ
る
。
影
響
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
も
の
は
。 

【
答
弁
】
影
響
と
し
て
は
、
市
の
生

計
援
助
資
金
や
就
学
援
助
額
で
あ

申
請
者
の
意
に
反
す
る
扶
養
照
会

や
扶
養
義
務
の
強
要
は
、
保
護
申
請

の
断
念
や
抑
制
に
つ
な
が
り
、
本
当

に
必
要
な
人
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

の
で
は
な
い
か
。 

【
答
弁
】
扶
養
義
務
者
が
「
高
齢
・

年
金
受
給
者
」「
入
院
中
」「
Ｄ
Ｖ
加

害
者
」「
長
期
間
音
信
不
通
」
等
の
場

合
、
扶
養
照
会
は
適
当
で
な
い
と
考

え
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
、
経
済
的

に
扶
養
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
と
思

う
が
、
扶
養
義
務
者
の
意
向
確
認
は

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。 

る
。
ま
た
、
介
護
保

険
料
の
市
独
自
減
免

●日本の生活保護利用はまだ少ない 

■利用率（％）   交野は 1.25％ 
□捕捉率＝生活保護以下収入世帯のうち
生活保護を利用している世帯の率 

2011年厚生労働省統計 
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放
課
後
児
童
会
（
学
童
保
育
）
は
、
働
く

親
と
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
る
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
現
在
の
保
育
時
間
は
６
時
１５

分
ま
で
で
、
「
お
迎
え
が
間
に
合
わ
な
い
。

時
間
を
延
長
し
て
ほ
し
い
」
と
保
護
者
会
か

ら
繰
り
返
し
要
望
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

交
野
市
の
「
次
世
代
育
成
支
援
後
期
行
動

計
画
」
は
、
平
成
２６
年
度
ま
で
に
「
時
間

延
長
等
の
拡
充
」
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま

す
。
日
本
共
産
党
は
、
安
心
し
て
働
き
、
子

家
具
の
転
倒
防
止
対
策
を 

生
保
水
準
の
引
き
下
げ
は 

国
民
へ
の
負
担
増
と
貧
困
拡
大 

扶
養
の
強
要
は
保
護
の
申
請

断
念
に
つ
な
が
る
も
の 

住
宅
の
耐
震
化 

 

利
用
し
や
す
い
補
助
制
度
に 

の
根
拠
で
も
あ
る
。 

【
意
見
】
そ
の
他
に
、
最
低
賃
金

や
年
金
額
、
税
や
医
療
費
の
減
免
基

準
な
ど
に
も
連
動
し
、
国
民
全
体
の

負
担
増
・
社
会
保
障
の
切
り
下
げ
に

つ
な
が
る
改
悪
で
あ
る
。
市
は
国
に

対
し
、
生
保
水
準
の
引
き
下
げ
中
止

を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。 

ま
た
国
は
、
生
活
保
護
の
増
大
を

問
題
に
し
て
い
る
が
、
増
大
の
背
景

に
あ
る
貧
困
対
策
に
こ
そ
取
り
組
む

べ
き
で
あ
る
。 

 

育
て
が
で
き
る
よ
う
、
放
課

後
児
童
会
の
時
間
延
長
を

要
望
し
ま
し
た
。 


